
２０１７年１２月期 第１四半期決算説明会

ヤマハ発動機株式会社
2017年5月12日

（証券コード：7272）

新浜松IM事業所
（2月28日開所）



● 業績予想について

この説明資料内で述べられているヤマハ発動機株式会社の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき
当社の経営者が合理的と判断したもので、リスクや不確実性を含んでいます。実際の業績は、様々な要因の変
化により大きく異なることがありえますことをご承知おき下さい。実際の業績に影響を及ぼす可能性がある要因
には、主要市場における経済状況及び製品需要の変動、為替相場の変動等が含まれます。

本日ご説明する内容

２０１７年１２月期 第１四半期決算

取締役 日髙 祥博
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経営業績： ２０１７年 （１Ｑ）

（億円）
２０１６年

１Ｑ
２０１７年

１Ｑ
前年比 年間予想 前年比

売上高 ３,８２９ ３,８６０ １０１％ １６,０００ １０６％

営業利益 ３２３ ３７３ １１６％ １,２００ １１１％

営業利益率 ８.４％ ９.７％ ＋１.２pts. ７.５％ ＋０.３pts.

経常利益 ２８１ ４０８ １４５％ １,２００ １１８％

当期純利益 ２０７ ３１７ １５３％ ７５０ １１９％

（＄・€） １１５・１２７ １１４・１２１ ー １１０・１１５ ー

（$/ＩＤＲ・ＢＲ$） １３,４７５・３.９ １３,２８７・３.１ ー １３,２００・３.２ ー

※ 親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益

※

 １Ｑ： 先進国・新興国において、着実な収益性改善が進む。
 ２Ｑ以降： ブランド個性を発揮する新商品の市場投入を進め、

各市場でプレゼンスを高める。
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323 62 6 6

40
△13 △11 △40 373

営業利益
（億円）

規模・
収益性

経費
減少

先進国事業等
224億円 （前年比 △24億円）

新興国二輪車
148億円 （前年比 ＋74億円）

親会社株主
に帰属する

四半期純利益
（億円）

207

317

経営業績 ： 営業利益変動要因 （１Ｑ）

（億円）

2016年

（$/€： 115/127）

2017年

（114/121）

為替
影響

 新興国： 高価格商品・コストダウン・構造改革による収益性改善続く。
 先進国： マリン・ＩＭ・ＰＡＳ、収益性改善進む。

但し、円高・未実現利益等の一時的影響残る。

未実現
利益調整

規模・
収益性為替

影響

経費
増加
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731 641 587

1,749 
1,657 1,738

820 
844 865

314 
383 337

284 305 334

38 1
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売上高 営業利益

その他

マリン

特機

新興国
二輪車

その他： 産業用機械・ロボット含む

8.4% 9.7%

（億円）

9.4%

2016年 2017年2015年 2016年 2017年2015年

先進国
二輪車

3,897 3,829 3,860
366

323

373

△9

経営業績 ： 事業別 売上高・営業利益 （１Ｑ）
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392 347 324 

191 
153 

132 

111 

106 
96 

37 

36 
34 

15年 16年 17年

676 653 611 

256 277 332 

173 150 206 
67 100 

121 

15年 16年 17年

事業業績 ： ２０１７年 （１Ｑ）

アセアン二輪車

売上高
（億円）

営業
利益率

1,172 1,181

フィリピン

1,270

4.8% 8.3% 9.4%

ベトナム

タイ

インドネシア

2015年 2016年 2017年

先進国二輪車

売上高
（億円）

営業
利益率

731

641

欧州

北米

大洋州
日本 587

5.2% 0.2% △1.5%

2015年 2016年 2017年

着実に、営業利益率１０％水準へ。 商品ミックス等で収益性改善進むが、
円高・新商品導入時期ずれの影響残る。
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489 479 456 

331 365 409 

15年 16年 17年

事業業績 ： ２０１７年 （１Ｑ）

船外機

ボート・
WV等

820 844

25.8% 23.7%

865

20.8%

154 
223 

165 

160 

160 

171 

15年 16年 17年

314

ＲＶ

その他

383

337

4.4% 5.0% 2.0%

売上高
（億円）

営業
利益率

2015年 2016年 2017年

マリン 特機

売上高
（億円）

営業
利益率

2015年 2016年 2017年

大型化による収益性改善進むが、
円高・未実現利益の影響残る。

ＲＯＶ、計画通りに在庫正常化進む。
下期に向けて新商品導入に備える。
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１Ｑ

16年実績 17年実績 対前年

二輪車 2,298 2,325 27

マリン 844 865 21

特機 383 337 △46

その他 305 334 29

合 計 3,829 3,860 31

二輪車 76 139 64

マリン 200 180 △20

特機 19 7 △12

その他 28 47 19

合 計 323 373 50

二輪車 3.3 6.0 2.7

マリン 23.7 20.8 △2.9

特機 5.0 2.0 △3.0

その他 9.1 13.9 4.8

合 計 8.4 9.7 1.2

売上高 (億円)

営業利益 (億円)

営業利益率 (％)
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事業別 売上高・営業利益 （１Ｑ）



27 24
19 19

54 50

1,011 1,034

108 98

1,219 1,225

2016年

1Q

2017年

1Q

106 96
153 132

347 324

1,419 1,469

273 303

2,298 2,325

2016年

1Q

2017年

1Q

売上高
（億円）

出荷台数
（千台）

アジア

欧州
北米
日本

その他

(114/１21)(115/127)（$/€）
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二輪車販売台数・売上高 （１Ｑ）



70 63

503 548

131
119

39 35
101 99

2016年

1Q

2017年

1Q

28 27

275
233

38

38

13

13

29

25

2016年

1Q

2017年

1Q

アジア

欧州

北米

日本

その他

マリン 特機

（億円）

844 865

383

337

(115/127) (114/121)

マリン、特機 売上高 （１Ｑ）
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（$/€）



46 40

5
6

14
10

40 63

4

3

2016年

1Q

2017年

1Q

156 156

1 0
18 30

10
1110
15

2016年

1Q

2017年

1Q

アジア

欧州
北米

日本

その他

産業用機械・ロボット その他

（億円）

109

123
195

211

(115/127) (114/121)

産業用機械・ロボット、その他 売上高 （１Ｑ）
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１Ｑ （３ヶ月）

（億円） US$ EURO その他 合計

本社の輸出入にかかる為替影響 △5 △13 6 △12

為替による仕入影響 （海外子会社） 0 0 6 6

粗利益の換算影響 （海外子会社） △2 △5 4 △3

販管費の換算影響 （海外子会社） 2 4 △4 1

営業利益への為替影響 △5 △14 11 △7

為替感応度

１円の変動が営業利益

に与える影響額

US$
4億円

EURO
2億円
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為替影響 （対前年）



16年1Ｑ
実績

17年1Ｑ
実績

設備投資 110 94

減価償却費 108 108

研究開発費 224 228

有利子負債 4,284 3,859

（うち販売金融分） 2,252 2,324

（億円）

14

設備投資・減価償却費・研究開発費・有利子負債

※ 2016年1Qは、研究開発費に成長戦略費用 （12億円） は含まず

※



323 42

14 △7 6 8 1

△15

373

コスト
ダウン 販管費

増加増収
効果

為替
影響

原材料
価格変動

償却費
減少

成長戦略費用
含む
開発費
減少

2016年

（$/€： 115/127）

2017年

（114/121）

（億円）

15

営業利益変動要因 （１Ｑ）


